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北信高等学校定時制通信制総合体育大会 
 

 

 

 
  

                      

 

 

 

 

 

 

日 時   令和元年 ５月１８日（土）  

                   開会式 ９時  競技開始 ９時３０分 

 

会 場   長野高等学校体育館 

 

主 催   北信高等学校体育連盟 
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（１チームのみの参加。県大会への出場決定。）

(1)個人戦・団体戦ともに１１点５ゲームマッチ、３ゲーム先取とする。

(3)服装はできるだけ正規のものを着用し、背中にゼッケンをつける。

(4)県大会の出場権は団体戦が男女各１位、個人戦は各４位まで。

③⑤
伊勢山正哉
（長野工）

矢島俊佑
（篠ノ井）

②

⑦ ⑥

令和元年度　北信高等学校定時制通信制総合体育大会

★卓球男子　会場：長野高校体育館

　◎個人戦

④

山田朔将
（長野）

オサナイ
ツヨシ
（長野工）

橋詰岳
（長野工）

①

　◎団体戦　　長野工業高校

松山榛妥
（長野工）

出口千晟
（長野工）

⑧３決

(2)団体戦は単・単・複・単・単の５ゲームマッチ、３ゲーム先取とする。単複は重複し
てもよい。ただし、１・２番で複を組むことができない。オーダーの組み方はAB・PQ方
式とし、トスによりそのいずれかを選択する。両チームは互いに違う方式をとる。

⑨

緑川隼斗（長
野工）

牧桜路
（長野）



令和元年度　北信高等学校定時制通信制総合体育大会

★バドミントン男子　会場：長野高校体育館

　◎個人戦

④

　◎団体戦

篠ノ井高校

小林昂篤
（長野吉田
戸隠）

峰村京吾
（長野吉田
戸隠）

①

角田悠
（中野
立志館）
中村彩人
（長野吉田
戸隠）

北原優光
（長野吉田
戸隠）

⑦⑤

⑧

室賀太陽
（篠ノ井）

北澤啓太
（長野）

栁澤良多
（長野吉田
戸隠）

石川誠士
（篠ノ井）

③

⑪

小出樹輝
（長野商）

⑥

長野商業高校

⑩３決

松浦啓成
（長野商）

（１）団体戦の順序は複・単・単の３ゲームマッチで２ゲーム先取とする。単複は
重複してもよい。
（２）団体戦１５点３ゲームマッチで行う。ただし、１４点オールになった場合
は、２点差の得点をしたサイド、更に２０点オールになった場合は、２１点目の得
点をしたサイドがそのゲームの勝者となる。
（３）個人戦は２１点３ゲームマッチで２ゲーム先取とする。ただし、得点が２０
点オールになった場合、２点差の得点をしたサイド、更に２４点オールになった場
合は、２５点目の得点をしたサイドがそのゲームの勝者となる。
（４）服装はできるだけ正規のものを着用し、背中にゼッケンをつける。
（５）県大会の出場権は、団体戦が男女各１位、個人戦は男女各４位まで。

⑨

②



篠ノ井高校

五味沢楓
（長野商）

庄村愛里花
（篠ノ井）

宮本涼佳
（篠ノ井）

中村未玲
（篠ノ井）

①

令和元年度　北信高等学校定時制通信制総合体育大会

★バドミントン女子　会場：長野高校体育館

　◎団体戦

（１）団体戦の順序は複・単・単の３ゲームマッチで２ゲーム先取とする。単複は重複しても
よい。
（２）団体戦１５点３ゲームマッチで行う。ただし、１４点オールになった場合は、２点差の
得点をしたサイド、更に２０点オールになった場合は、２１点目の得点をしたサイドがその
ゲームの勝者となる。
（３）個人戦は２１点３ゲームマッチで２ゲーム先取とする。ただし、得点が２０点オールに
なった場合、２点差の得点をしたサイド、更に２４点オールになった場合は、２５点目の得点
をしたサイドがそのゲームの勝者となる。
（４）服装はできるだけ正規のものを着用し、背中にゼッケンをつける。
（５）県大会の出場権は、団体戦が男女各１位、個人戦は男女各４位まで。

北澤優奈
（長野商）

　◎個人戦

長野商業高校

村田明美
（長野吉田戸隠）

⑤３決

③ ④
⑥

②



長野工業高校

（１チームのみの参加。県大会への出場決定。）

★バスケットボール男子　会場：長野高校体育館

令和元年度　北信高等学校定時制通信制総合体育大会



「あたま」や「かお」をつよくぶつけたときには、
すぐに先生につたえよう！

むりをしてうごかずに、そのばで休んでいよう！

頭頚部や顔面に強い衝撃を受けた時は 

◇安静にし、すぐに専門医の診察を! 
◇本人が「大丈夫」と言っても競技に復帰させない! 

※意識があっても生命にかかわる場合があります 

フローチャートは、独立行政法人日本スポーツ振興センター『スポーツ事故防止ハンドブック』より 

                                                            監修：長野県日体協公認スポーツドクター協議会 

                           作成：長野県教育委員会事務局スポーツ課学校体育係 

スポーツによる脳震盪は、そのまま競技・練習を続けると、これを何

度も繰り返し、急激な脳腫脹や急性硬膜下血腫など、致命的な脳損傷

を起こすことがある。一般社団法人日本脳神経外科学会 

「スポーツによる脳損傷を予防するための提言」より 

 

「セカンドインパクトシンドローム（SIS）」・・・脳に同じような外傷が二度加わった場合、
一度目の外傷による症状は軽微であっても、二度目の外傷による症状は、はるかに重篤にな
ることがあること。 

スポーツによる脳震盪は、意識障害や健忘がなく、頭痛や気分不良などだけのこともある。 

                            後述「スポーツによる脳損傷を予防するための提言」より 

  

 

頭

頚

部

外

傷

発

生 

意識障害 
の有無を確認 

保護者に連絡して 

家庭で観察 
頚髄・頚椎損傷 
の疑いを確認 

脳震盪症状 
の有無を確認 

あり 

な 
 

し 

あり あり 

１１９番通報 

ＡＥＤの手配 

意識障害の確認例 

●開眼していない 

●話すことができない 

●時・場所・人が正確に    

  わからない 

●外傷前後の事を覚え 

  ていない 

★運動マヒ 

★筋力低下 

★しびれ 

★異常感覚 

★頭痛 

★吐き気 

★気分不快 

★けいれんや普段と 

  違う行動パターン 

★バランステストの 

  異常 

              等  

すぐ回復 

★心肺蘇生の開始 

★ＡＥＤの使用 

呼吸、体動などを再評価 

救急隊の到着を待つ 

呼吸あり 

頚部の安静に 

留意し 

呼吸の確認 

呼吸なし・わからない 

回復しない 

帰宅後異常あり 

な 
 

し 

な 
 

し 

『練習、試合への復帰は慎重に』・・・スポーツへの復帰は慎重

にし、必要に応じて脳神経外科専門医の判断を仰ぎましょう。 


